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米国株、中間選挙後は上昇のアノマリー
中間選挙翌年のNYダウは第2次世界大戦後19回中18回上昇

1/1

2022年10月24日

戦後19回の平均上昇率は15％で、今回も注目

4年に1度の米国中間選挙後から翌年（大統領選挙前年）末にかけて株式市場が上昇するアノマリー（よ

く当たる経験則）がよく知られています。第2次世界大戦後では、中間選挙翌年のNYダウの年間騰落率は

19回中18回プラスで、平均15％の上昇率でした。大統領選挙を有利に進めるために現職の大統領が景気

浮揚策をとることが多いほか、対立候補も景気に前向きな政策を打ち出しがちなことなどが株価を後押し

するのではないかと言われています。

また今年は5年に1度の中国共産党大会の開催年でもあります（共産党大会が5年毎となったのは1982年

以降）。中間選挙と共産党大会が同年に開催されたのは1982年と2002年ですが、西暦末尾が2の中間選

挙年のNYダウは中間選挙前まで弱含みで推移するものの、中間選挙後は上昇する傾向が見られます。

とりわけキューバ危機のあった1962年（右下図緑色）には年初から調整し、10月22日にはキューバの

海上封鎖が実行され核戦争が懸念されましたが、10月27日にソ連がキューバからミサイルを撤去すると発

表したことで危機は回避され、中間選挙後に上昇トレンドに入りました。

過去の値動きは将来を約束するものではありませんが、果たして今回も経験則通りとなるでしょうか？

米国中間選挙は11月8日（火）に予定されています。

（出所）ブルームバーグより大和アセット作成

※「2020年初～」は2022年10月21日まで

NYダウ 西暦末尾が2の中間選挙年前後の推移NYダウ 最近の中間選挙年前後の推移

（出所）ブルームバーグより大和アセット作成

※「2020年初～」は2022年10月21日まで
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